
 (
記載例
（前
払い）
)【別紙】（様式第５号）添付書類
 (
新規
団体用
)
１　活動内容に関すること
	居場所名
	ふれあいの居場所名を記載してください

	運営主体
	グループ名
	上記と同じなら同上で可
団体名を記載してください。　※居場所名と同じなら“同上”でOK

	
	主体となる人の氏名及び住所（３名以上）
	変更があった場合のみ記載
 (
運営主体、活動場所、開催日時
は、申請時から変更のある場合のみ記載してください。
)

	活動場所
	変更があった場合のみ記載（住所+施設名）

	開催日時
	 (
６５歳以上の
人数
)変更があった場合のみ記載

	月
	日（曜日）
	回数
	参加
人数
	うち
高齢者数
	活動内容

	 (
例）
)４月
	●日（曜日）
▲日（〃）
	２
	17人
13人
	17人
10人
	おしゃべり、体操など

	５月
	 (
実際の状況に合わせて、
日（曜日）、月の回数、参加人数、うち高齢者数、活動内容を記載してください。
)
	
	
	
	

	６月
	
	
	
	
	

	7月
	
	
	
	
	

	８月
	
	
	
	
	

	９月
	
	
	
	
	

	月
	日（曜日）
	回数
	参加
人数
	うち
高齢者数
	活動内容

	１０月
	〇日（曜日）
	２
	10人
10人
	10人
8人
	おしゃべり、体操、ゲーム等

	１１月
	 (
↑
同日に2回開催
した
場合の書き方
会場の問題で人数を分けるなど、同日2回開催の場合は、参加者が異なることが前提です。
※それぞれの回の参加者が分かる名簿等を提出します。
)
	
	
	
	

	１２月
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	
	

	2月
	
	
	
	
	

	３月
	
	
	
	
	

	合計
	
	 (
○○
)回
	 (
□□
)人
	 (
△△
)人
	

	備考
	例）年末は人が集まらず開催できませんでした。
 (
備考に書くことの例
予定していた日に開催ができなかったとき　
予定の日に開催できず、別日に振り替えたとき　など
)例）８月は第２水曜日が台風のため開催できず、第４週目に開催しました。










 (
グループ名
　団体名を記載してください
　　　　　　　
　
　
　　　　　　
　
　
　　　
)２　収支決算に関すること
 (
市の補助金以外
に
収入がある場合に記載してください。
) (
申請時の金額を記載してください。
) (
実際の購入額が
申請時の金額
を下回った場合、
残額
は市へ返金となります。
) (
実際の購入額が上限3万円を超えた
場合は、枠外に 例）のように記載してください。
)（１）立ち上げに要する経費
	収入
	（項目）
	（金額）

	
	ふれあいの居場所づくり事業補助金
	円

	
	例）区からの助成金
	円

	
	
	円

	
	 (
領収書の金額と合うように記載してください。
)合計…①
	円

	支出
	（項目）
	（金額）

	
	消耗品費
	円

	
	備品購入費
	円

	
	
	円

	
	合計…②
	円

	市への戻入…③
	円

	差引
（1 －②－③）
	円


 (
未開催があった場合は、
未開催回数×2,000円が
市へ返金となります。
) (
申請時の金額を記載してください。
) (
例）不足分
○○○○
円は運営側で負担します。
)（２）運営に要する経費
	 (
市の補助金以外
に
収入がある場合に記載してください。
)収入
	（項目）
	（金額）

	
	ふれあいの居場所づくり事業補助金
	円

	
	例）社協からの助成
	円

	
	例）参加費
	円

	
	
	円

	
	合計…④
	円

	支出
	（項目）
	（金額）

	
	消耗品費
	円

	
	食糧費
	円

	
	会場使用料
	円

	
	
	円

	
	合計…⑤
	円

	市への戻入…⑥
	　　　　　　　　　　　　　　円（未開催　　　　回分）

	 (
運営に要する経費の残額は、次年度の繰越金となります。
次年度申請時に、収入に含めることを忘れないでください。
)差引
（④－⑤－⑥）
	円

	次年度繰越
	円

	参加費
	該当を○で囲ってください。
あり　・　なし　・　随時（　　　　　　　　　　　　　　　）
	円





